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令和７年４月１１日 

報道関係各位 

 

【国立劇場５月文楽公演】 

北千住・シアター1010(センジュ)での３度目となる文楽公演、 

本格的な文楽を短い時間とお求めやすい価格で楽しむ《文楽名作入門》も！ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまで多くの伝統芸能公演を制作、上演してきた国立劇場は、ただいま首都圏の各劇場にて主催

公演を続けています。今回は足立区・北千住のシアター１０１０（センジュ）にて３度目となる文楽公演を

開催します。 

 第一部・第二部では、平安時代の陰
おん

陽
みょう

師
じ

・安
あ

倍
べの

晴
せい

明
めい

誕生の伝説を下敷きに親子の情愛を描く『芦
あし

屋
や

道
どう

満
まん

大
おお

内
うち

鑑
かがみ

』、源平合戦における平家滅亡の悲劇を描く『義
よし

経
つね

千
せん

本
ぼん

桜
ざくら

』と、文楽の異なる醍醐味をご

堪能いただきます。第三部は、本格的な文楽を短い時間とお求めやすい価格でお楽しみいただける

《文楽名作入門》として、『平家物語』で知られる俊
しゅん

寛
かん

僧
そう

都
ず

の悲劇を題材にした『平
へい

家
け

女
にょ

護
ごの

島
しま

』を解説付

きでご覧いただきます。 

 

報道各位におかれましては、本件の皆様への周知にご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

国立劇場 宣伝営業課 担当：原田亮一、日下怜子 

TEL ０３－３２６５－６１６３ 

FAX ０５０－３３８５－３３１０ 

E-Mail: kusaka-r@ntj.jac.go.jp 

独立行政法人日本芸術文化振興会 
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伝説の陰陽師・安倍晴明出生秘話 『芦
あし

屋
や

道
どう

満
まん

大
おお

内
うち

鑑
かがみ

』 

 

 

 

 享保１９年（１７３４）１０月に大坂竹本座にて初演された、初代竹
たけ

田
だ

出雲
い ず も

による全五段の時代物です。 

平安時代の陰陽師・安倍晴明は、その卓越した能力ゆえ、和泉国（現在の大阪府）信田の森の白狐と

安倍保
やす

名
な

の間に生まれた子であるという「信田妻」伝説がもとになっています。本作は、人間以外の者

と人間が夫婦になる「異
い

類
るい

婚
こん

姻
いん

譚
たん

」として、柳の精と人間との婚姻を描いた『 卅
さんじゅう

三
さん

間
げん

堂
どう

棟
むなぎの

由
ゆ

来
らい

』と

並ぶ代表的な作品の一つです。 

 

今回は、実在の天文博士・加
か

茂
もの

保
やす

憲
のり

の秘伝書をめぐり、安倍保名が芦
あし

屋
や

道
みち

満
たる

との継承争いに巻き込

まれる「加
か

茂
も

館
やかた

の段」からの上演で、この物語の重厚さを感じていただけます。騒動で心乱れた保名

が狐の化身と出会う「保名物
もの

狂
ぐるい

の段」は、歌舞伎舞踊として名高い清元の名曲『保名』のもとにもなり、

舞踊的要素を持つ場面です。そして、葛
くず

の葉
は

（狐の化身）と童
どう

子
じ

（のちの晴明）との母子の情愛が際立つ

「葛の葉子
こ

別
わか

れの段」は、葛の葉が正体を顕す際の人形の早替りや狐手の仕草、狐らしさを表現する太

夫の特徴的な語り（狐
きつね

詞
ことば

）や三味線の演奏など、見どころや聴きどころに富んだ場面です。狐と人間

という種を超えて描き出される親子の情愛は、時代を経ても変わらない大きな感動をもたらすでしょ

う。続く「信
しの

田
だの

森
もり

二
に

人
にん

奴
やっこ

の段」は、人形の三人遣い発祥とされ、騒動の収拾を描きます。ぜひ、どの演

技が三人遣いであることを要したかを予想しながらご覧ください。多彩な場面が織りなす一大叙事詩

をどうぞお見逃しなく。 

 

 

 

 

国立劇場 宣伝営業課 担当：原田亮一、日下怜子 

TEL ０３－３２６５－６１６３ 

FAX ０５０－３３８５－３３１０ 

E-Mail: kusaka-r@ntj.jac.go.jp 

独立行政法人日本芸術文化振興会 

保名物狂の段 葛の葉子別れの段 
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“人形浄瑠璃の三大名作”の一つ『義
よし

経
つね

千
せん

本
ぼん

桜
ざくら

』 

 

 

 

二世竹田出雲、三
み

好
よし

松
しょう

洛
らく

、並
なみ

木
き

千
せん

柳
りゅう

（宗
そう

輔
すけ

）による合作で、『菅
すが

原
わら

伝
でん

授
じゅ

手
て

習
ならい

鑑
かがみ

』『仮
か

名
な

手
で

本
ほん

忠
ちゅう

臣
しん

蔵
ぐら

』

とともに“三大名作”と呼ばれる、全五段の時代物です。延享４年（１７４７）１１月、大坂竹本座で初演さ

れました。源氏と平氏の戦いの後、都から落ち延びる源義経を中心に、史実に様々な伝説や虚構を織

り交ぜて大胆に脚色し、平氏滅亡の悲劇を描きます。 

 

 今回は、二段目「伏
ふし

見
み

稲荷
い な り

の段」「渡
と

海
かい

屋
や

・大
だい

物
もつの

浦
うら

の段」、四段目「道
みち

行
ゆき

初
はつ

音
ねの

旅
たび

」をご覧いただきます。

「伏見稲荷の段」では、兄・頼朝との対立が決定的となった義経が、愛妾・静
しずか

御
ご

前
ぜん

に初
はつ

音
ね

の鼓
つづみ

を託し、

源九郎の名を与えた家臣・佐
さ

藤
とう

忠
ただ

信
のぶ

を供に付けて別れ、都を離れます。実は、この忠信は初音の鼓の革

にされてしまった狐夫婦の子供が人間に化けた偽忠信。忠信の正体を三味線の旋律で暗示したり、狐

の人形が登場して姿を消したところに忠信が現れたりするなど、鼓との関係もうかがえる演出も見ど

ころです。 

続く「渡海屋・大物浦の段」では、九州へ落ち延びようとする義経一行が、摂津国大物（現在の兵庫県

尼崎市）の船宿に潜伏していた旧敵・ 平
たいらの

知
とも

盛
もり

と対決します。船宿の日常から一転し、謡曲『船弁慶』の

詞章とともに白装束を身にまとって知盛が登場する場面は通称「幽霊」と呼ばれ、太夫の語りや人形の

動きに風格や品格を求められます。安
あん

徳
とく

天皇を奉じ死力を尽くす知盛の奮戦と悲壮な最期、幼い帝を

命がけで支える典侍
す け の

局
つぼね

の献身と哀愁、壮大なスケールを持つ一大戦記が展開される一幕です。 

最後は、三味線の豊かな響きに彩られ、満開の桜が舞い散る絢爛たる舞台を背景に、静御前と忠信

が踊りなす名曲「道行初音旅」で締めくくります。二人の連
つれ

舞
まい

や、軍
いくさ

物語で静が後ろ向きで投げた扇を

忠信が受け止める演出など、見どころあふれる道行の代表曲を、三味線の華やかな合奏と満開の桜が

咲き誇る吉野山の風景とともにお楽しみください。 

 

国立劇場 宣伝営業課 担当：原田亮一、日下怜子 

TEL ０３－３２６５－６１６３ 

FAX ０５０－３３８５－３３１０ 

E-Mail: kusaka-r@ntj.jac.go.jp 

独立行政法人日本芸術文化振興会 

渡海屋の段 道行初音旅 
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近松門左衛門の傑作を解説付きで《文楽名作入門》『平
へい

家
け

女
にょ

護
ごの

島
しま

』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全五段の時代物で、享保４年（１７１９）８月に大坂竹本座で初演されました。『平家物語』や謡曲『俊
しゅん

寛
かん

（喜多流では『鬼
き

界
かいが

島
しま

』）』で知られる俊寛僧都の悲劇を、近
ちか

松
まつ

門
もん

左
ざ

衛
え

門
もん

が浄瑠璃として再構成したの

が、二段目の切に当たり、今回上演する「鬼界が島の段」です。 

 

俊寛僧都たち３人は権勢の絶頂にあった平清盛への反逆計画を企てたため、西海の孤島である鬼

界が島に流罪となりました。そこへ都から訪れた使いが書状を持参しますが、３人のうち俊寛だけは罪

を赦されません。絶望し深い悲嘆にくれる俊寛。しかし、島ではさらに思いがけない出来事が展開され

るのでした……。流刑地での厳しい生活の中にあった穏やかな日常が、赦免船の到着によって大きく

動き出します。岩によじ登って遠ざかる船を見送る印象的な幕切れにも注目です。 

今回、主人公の俊寛僧都を遣うのは、今年３月に日本芸術院新会員となった、重要無形文化財保持

者（人間国宝）の桐竹勘十郎です。孤独の淵に追いやられる俊寛を本公演では初役で遣います。ますま

す磨きのかかる桐竹勘十郎の至芸を、ぜひ劇場でご堪能ください。 

また、第三部は《文楽名作入門》として、入門「名作『平家女護島』の魅力を探る」と題し、お芝居の前

に作品の面白さを解説します。お勤め帰りに、学校帰りに、お買い物帰りに、本格的な文楽を１時間余

りの短い時間とお求めやすい価格でご覧いただけます。初夏の夕べは存分に感動を味わえる文楽鑑

賞でぜひ北千住へ！ 

 

 

 

 

 

国立劇場 宣伝営業課 担当：原田亮一、日下怜子 

TEL ０３－３２６５－６１６３ 

FAX ０５０－３３８５－３３１０ 

E-Mail: kusaka-r@ntj.jac.go.jp 

独立行政法人日本芸術文化振興会 

鬼界が島の段 
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北千住・シアター１０１０（センジュ）での３度目となる文楽公演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老朽化などに対応する再整備事業のため、令和５年１０月末日をもって初代国立劇場は５７年の幕

を閉じました。閉場後も他劇場にて主催公演を引き続き行っています。北千住・シアター１０１０にて、

国立劇場主催公演では３度目となる文楽公演を行います。 

 

シアター１０１０は北千住駅に直結した「千住ミルディス」（北千住マルイ）の１０階・１１階に位置する総

合文化施設です。演劇やミュージカルなどを上演するシアター１０１０に文楽廻し（床）を設置し、本格的

な文楽の上演を行います。 

 

北千住駅は JR 線、東京メトロ日比谷線、千代田線、東武スカイツリーライン（半蔵門線直通）、つくば

エクスプレスが乗り入れしており、都心からのアクセスも大変便利です。劇場は北千住駅直結の商業施

設マルイの中にあり、また周辺には多くの商店街もあって、観劇後のお買い物やお食事も存分に楽し

んでいただけることでしょう。 

人の賑わう大型ターミナルでありながら、どこか懐かしいレトロな雰囲気も感じさせる街・北千住。

ご観劇とともに、街の魅力に触れていただき、豊かなひと時をお過ごしください。 

 

 

 

 

 

国立劇場 宣伝営業課 担当：原田亮一、日下怜子 

TEL ０３－３２６５－６１６３ 

FAX ０５０－３３８５－３３１０ 

E-Mail: kusaka-r@ntj.jac.go.jp 

独立行政法人日本芸術文化振興会 

シアター1010 
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国立劇場 令和７年５月文楽公演 
 

【第一部】 午前１１時開演 （午後２時３０分終演予定） 

芦屋道満大内鑑（あしやどうまんおおうちかがみ） 

加茂館の段 

保名物狂の段 

葛の葉子別れの段 

信田森二人奴の段 

 

【第二部】 午後３時１５分開演 （午後６時２０分終演予定） 

義経千本桜（よしつねせんぼんざくら） 

伏見稲荷の段 

渡海屋・大物浦の段 

道行初音旅 

 

【第三部】 午後７時開演 （午後８時２０分終演予定） 

《文楽名作入門》 

入門「名作『平家女護島』の魅力を探る」 

平家女護島（へいけにょごのしま） 

鬼界が島の段 

 

（字幕表示がございます） 

 

主催＝独立行政法人日本芸術文化振興会 

 

 

 

 

 

 

 

国立劇場 宣伝営業課 担当：原田亮一、日下怜子 

TEL ０３－３２６５－６１６３ 

FAX ０５０－３３８５－３３１０ 

E-Mail: kusaka-r@ntj.jac.go.jp 

独立行政法人日本芸術文化振興会 
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９，０００円（学生６，３００円） 

５，０００円（学生３，５００円） 

【公演日程】 令和７年５月９日（金）～２７日（火） ※１５日(木)は休演 

 

【料金［各部・税込］】 

〈第一部・第二部〉 

１等席  

２等席 ８，０００円（学生５，６００円） 

 

〈第三部〉 

１等席  

２等席 ４，０００円（学生２，８００円） 

 

 

 

 

 

 

 

【会場】 

シアター１０１０
セ ン ジ ュ

 (〒１２０-００３４ 東京都足立区千住三丁目９２番 千住ミルディス I番館１０～１１階)  

https://www.t1010.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

国立劇場 宣伝営業課 担当：原田亮一、日下怜子 

TEL ０３－３２６５－６１６３ 

FAX ０５０－３３８５－３３１０ 

E-Mail: kusaka-r@ntj.jac.go.jp 

独立行政法人日本芸術文化振興会 

※障害者の方と介護者１名は２割引です（他の割引との併用不可）。 

※車椅子用スペースがございます。詳細はチケットセンターまでお問い合わせください。 

※インターネットでも学生料金・障害者割引による申し込みが可能です。 

※残席がある場合、公演会場にて当日券のみ窓口販売いたします 

（当日券窓口 午前１０時～各部開演前）。 

●電 車 千代田線・日比谷線・東武スカイツリーライン・JR常磐線・ 

つくばエクスプレス〈北千住駅〉４番出口直結 

●都営バス 駒込病院／熊野前／田端駅から（端４４系）・ 

王子駅／千住桜木／小台町方面から（王４５系）・ 

足立清掃工場／竹の塚駅／足立区役所から（北４７系） 

●東武バス 西新井大師／本木新道／本木小学校前から（北０１系）・ 

加平町／文教大学（東京あだちキャンパス）から（北１１系） 

■シアター1010には劇場専用の駐車場はございません。 

公共交通機関をご利用ください。 

https://www.t1010.jp/
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チケットのお求めは 

国立劇場チケットセンター ０５７０-07-９９００ 国立劇場チケットセンター   検索 

https://ticket.ntj.jac.go.jp/ 

 

国立劇場について 

日本の伝統芸能の保存及び振興を目的として昭和

４１年（１９６６）に開場。外観は奈良の正倉院の校倉造

りを模している。大劇場・小劇場・演芸場・伝統芸能情

報館を備え、多種多様な日本の伝統芸能公演、初心者

や外国人を対象とした解説付きの鑑賞教室を上演。 

老朽化による再整備事業のため、令和５年（２０２

３）１０月末に閉場。外部劇場にて主催公演を継続して

上演している。 

 

所在地：東京都千代田区隼町４-１ 

０３-３２６５-７４１１（代表） 

https://www.ntj.jac.go.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立劇場 宣伝営業課 担当：原田亮一、日下怜子 

TEL ０３－３２６５－６１６３ 

FAX ０５０－３３８５－３３１０ 

E-Mail: kusaka-r@ntj.jac.go.jp 

【インターネット】 

独立行政法人日本芸術文化振興会 

https://ticket.ntj.jac.go.jp/
https://www.ntj.jac.go.jp/

